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６
月
１
日
か
ら
白
河
駅
イ
ベ
ン

ト
広
場
駐
車
場
の
利
用
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
こ
の
駐
車
場
は
、
イ

ベ
ン
ト
広
場
を
利
用
さ
れ
る
方
お

よ
び
街
な
か
を
散
策
さ
れ
る
方
の

た
め
の
駐
車
場
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
通
勤
・
通
学
で
の
ご
利
用
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

⃝
利
用
時
間

　
午
前
８
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

問
本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内
２
７
４
５　
　

　

21 20

７
２
／
本
庁
舎
農
政
課　
内
２
２

２
６
／
各
庁
舎
事
業
課　
表
郷
☎

㉜
４
７
８
６　
大
信
☎
㊻
２
１
１

５　
東
☎
㉞
２
１
１
４

《
市
道
等
に
関
連
す
る
私
道
等
の

復
旧
》

　
こ
の
た
び
の
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
公
共
性
の
高
い
私
道
や
法
定

外
道
路
、
水
路
、
農
業
用
施
設
に

つ
い
て
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
場
合
、
市
が
原
形
復
旧
に
対

応
し
ま
す
。

⃝
対
象
施
設

▽
私
道
の
場
合　

①
私
道
の
一
端
が
公
道
（
国
・
県

・
市
道
）
と
接
続
し
て
い
る
こ
と

②
私
道
の
幅
員
（
排
水
施
設
含
む
）

が
２
ｍ
以
上
で
、
か
つ
延
長
が
30

ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と

③
２
戸
以
上
の
住
居
が
接
続
し
、

か
つ
当
該
住
居
の
居
住
者
が
現
に

利
用
し
て
い
る
こ
と

▽
法
定
外
道
路
、
水
路
、
農
業
用

施
設
の
場
合

①
市
が
所
有
す
る
公
共
性
の
高
い

道
路
、
水
路
で
あ
る
こ
と

②
市
が
所
有
す
る
農
業
用
施
設
と

し
て
の
道
路
、
水
路
で
あ
る
こ
と

⃝
申
請
受
付
期
限

　
平
成
24
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

⃝
問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口

本
庁
舎
道
路
河
川
課　
内
２
２
７

市　職　員　採　用　試　験
【平成 24年度採用】
《大学卒程度》
⃝職種・採用予定人員
　行政事務　10 人程度、土木　２人程度
⃝資格　昭和 52 年４月２日から平成２年４月１日ま
　　　　でに生まれた方（学歴不問）
⃝試験方法
　▷第一次試験　教養試験・専門試験・適性検査
　▷第二次試験　口述試験・身体検査・作文試験
⃝第一次試験日　６月 26 日㈰
⃝申込受付期限　６月 10 日㈮まで（当日消印有効）
《高校卒程度》
⃝職種・採用予定人員
　行政事務　２人程度
⃝資格　平成２年４月２日から平成６年４月１日まで
　　　　に生まれた方（学歴不問）
⃝試験方法
　▷第一次試験　教養試験・事務適性試験・適性検査
　▷第二次試験　口述試験・身体検査・作文試験
⃝第一次試験日　９月 18 日㈰
⃝申込受付期間　７月 22 日㈮～８月 19 日㈮（当日
　　　　　　　　消印有効）
《身体障がい者対象》
⃝職種・採用予定人員
　行政事務　１人程度
⃝資格　昭和 52 年４月２日から平成６年４月１日ま
　　　　でに生まれた方で、身体障害者福祉法第 15
　　　　条に規定する身体障害者手帳の交付を受けて
　　　　おり、自力で通勤ができ、介助なしに職務の
　　　　遂行が可能で、活字印刷の出題および独力で
　　　　口述試験に対応できる方（学歴不問）

⃝試験方法
　▷第一次試験　教養試験・事務適性試験・適性検査
　▷第二次試験　口述試験・身体検査・作文試験
⃝第一次試験日　９月 18 日㈰
⃝申込受付期間　７月 22 日㈮～８月 19 日㈮（当日
　　　　　　　　消印有効）
※試験場所は、市役所本庁舎です。
※第二次試験は、第一次試験の合格者を対象に実施し
　ます。なお、第二次試験の日時および場所は、第一
　次試験の合格者に別途通知します。
※大学卒程度試験の受験案内および申込用紙は、本庁
　舎総務課で配付しています。また、高校卒程度およ
　び身体障がい者対象試験の受験案内および申込用紙
　は、７月８日㈮から本庁舎総務課で配付します。

【平成 23年 10月１日以降採用】
《大学卒程度》
⃝職種・採用予定人員
　建築　１人程度
⃝資格　昭和 52 年４月２日から平成２年４月１日ま
　　　　でに生まれた方で、一級建築士または二級建
　　　　築士免許を有する方（学歴不問）
⃝試験方法　教養試験・専門試験・口述試験・身体検
　　　　　　査・作文試験・適性検査
⃝試験日　  　 　６月 26 日㈰・27 日㈪
⃝申込受付期限　６月 10 日㈮まで（当日消印有効）
※試験場所は、市役所本庁舎です。
※受験案内および申込用紙は、本庁舎総務課で配付し
　ています。
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　問本庁舎総務課　内 2314

《
市
道
等
に
関
連
す
る
災
害
復
旧

補
助
金
交
付
制
度
》

　
市
で
は
、
こ
の
た
び
の
震
災
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
宅
地

施
設
に
つ
い
て
、
市
道
等
を
含
め

一
体
的
に
行
う
復
旧
工
事
を
対
象

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

⃝
対
象

・
市
道
等
と
居
住
に
供
す
る
宅
地

施
設
が
被
災
し
、
一
体
的
か
つ
同

時
に
復
旧
す
る
場
合
。

・
交
通
規
制
中
の
市
道
等
に
隣
接

す
る
居
住
に
供
す
る
宅
地
施
設
が

倒
壊
ま
た
は
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
り
、

市
が
そ
の
支
障
物
を
緊
急
撤
去
し
、

所
有
者
が
そ
の
宅
地
施
設
を
恒
久

的
に
使
用
す
る
よ
う
復
旧
す
る
場

合
。

⃝
補
助
金
の
額

　
復
旧
費
が
10
万
円
を
超
え
る
場

合
、
２
分
の
１
を
補
助
（
上
限
は

50
万
円
）

⃝
申
請
受
付
期
限

　
平
成
24
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

⃝
問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口

   

市
災
害
対
策
生
活
支
援
班
（
本

庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
☎
㉒
１
１
３
５
）

／
本
庁
舎
道
路
河
川
課　
内
２
２

２
／
本
庁
舎
農
政
課　
内
２
２
２

６
／
各
庁
舎
事
業
課　
表
郷
☎
㉜

４
７
８
６　
大
信
☎
㊻
２
１
１
５

東
☎
㉞
２
１
１
４

　
市
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
太
陽
光
発
電
の
普
及
を
図
る
た

め
、
予
算
の
範
囲
内
で
設
置
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

⃝
対
象
者　
次
の
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
方　

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方　

②
市
内
に
所
有
す
る
住
宅
に
居
住

し
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
方
、
ま
た
は
市
内
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
付
き
の
新
築
住

宅
（
建
売
住
宅
を
含
む
）
を
購
入

し
、
居
住
し
て
い
る
方
。
※
店
舗

兼
用
住
宅
も
対
象
で
す
。

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
電

力
事
業
者
と
太
陽
光
発
電
余
剰
電

力
の
受
給
契
約
を
締
結
し
た
方

⃝
補
助
対
象
シ
ス
テ
ム　
電
力
事

業
者
へ
余
剰
電
力
を
売
電
で
き
る

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

設
置
時
に
未
使
用
の
も
の
。

⃝
補
助
金
の
額　
シ
ス
テ
ム
の
最

大
出
力
１
ｋ
ｗ
当
た
り
２
万
円
で

４
ｋ
ｗ
ま
で
。
上
限
８
万
円
。

⃝
申
請
受
付

▽
期
間　
６
月
１
日
㈬
～
平
成
24

年
３
月
30
日
㈮

▽
場
所　
本
庁
舎
生
活
環
境
課

▽
提
出
書
類　
補
助
金
交
付
申
請

書
、
住
民
票
、
納
税
証
明
書
ほ
か

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
4

　
エ
イ
ズ
動
向
委
員
会
の
発
表
に

よ
る
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ

ズ
患
者
新
規
報
告
数
は
依
然
と
し

て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症

候
群
）
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
よ
ば
れ
る

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
起
こ
る
病
気

で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
は
、
予
防
・
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
有
効
で
す
。

保
健
所
で
、
「
無
料
・
匿
名
」
で

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝
検
査　
▽
昼
間　
毎
週
水
曜
日

／
午
前
９
時
～
11
時
▽
夜
間　
毎

月
第
２
・
第
４
火
曜
日
／
午
後
５

時
30
分
～
８
時
30
分　
※
予
約
制

　
な
お
、
相
談
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
６

４
０
５

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館被

災
道
路
な
ど
の
災

害
復
旧
関
係

　
子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年
４

月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
か
月
間
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
子
ど
も
一
人

に
つ
き
、
月
額
１
万
３
千
円
で
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
毎
年
６
月
に
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
現
況
届
は
、
今
年
度

に
つ
い
て
は
提
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
平
成
23
年
10
月

に
新
た
な
制
度
が
制
定
さ
れ
た
場

合
、
届
出
・
申
請
等
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
こ
ど
も
課　
内
２
７
３

案
内

子
ど
も
手
当
の
現
況

届
は
不
要
で
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
費
補
助
金

白
河
駅
イ
ベ
ン
ト
広
場
駐

車
場
の
利
用
が
可
能
に

２
／
各
庁
舎
教
育
振
興
課  

表
郷

☎
㉜
４
７
８
２　
大
信
☎
㊻
３
９

７
５　
東
☎
㉞
３
１
４
６

　
今
年
度
の
「
市
民
総
ぐ
る
み
・

市
内
一
斉
清
掃
」
を
次
の
期
日
に

実
施
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後

日
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
７
月
３
日
㈰
／
午
前
７

時
か
ら　
※
小
雨
決
行
で
、
荒
天

の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
4
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

　
　
　
　
　
　

　
　
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１

週
間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
国
な
ど
に
お
い
て
様
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務

課
☎
０
３
︲
５
２
５
３
︲
２
１
１

１ 市
内
一
斉
清
掃

男
女
共
同
参
画
週
間

エ
イ
ズ
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
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23 22

《
昼
間
中
級
コ
ー
ス
》

⃝
日
時
　
７
月
６
日
㈬
～
７
月
29

日
㈮
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
前
９
時
～
正
午

⃝
申
込
受
付
日
時
　
７
月
１
日
㈮

／
午
前
９
時
～
午
後
６
時

⃝
会
場
　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
受
講
料
　
１
万
円

⃝
定
員
　
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
受
付
日
の
午
後
６
時
か
ら

抽
選
）

　
空
き
地
な
ど
に
雑
草
が
生
い
茂

る
と
、
火
災
の
危
険
が
あ
る
だ
け

で
な
く
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
害

虫
の
集
団
発
生
な
ど
、
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

定
期
的
に
自
己
所
有
地
の
状
況
を

確
認
し
、
雑
草
の
刈
り
取
り
を
行

う
な
ど
、
適
正
な
管
理
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
５

　
南
湖
の
ア
カ
マ
ツ
を
守
る
た
め

に
、
下
図
の
区
域
で
ヘ
リ
に
よ
る

航
空
防
除
を
行
い
ま
す
。
周
辺
地

域
の
方
は
、
洗
濯
物
の
取
り
込
み

や
、
自
動
車
に
覆
い
を
か
け
る
な

ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
散
布
中
や
散
布
後
１
日

間
は
区
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
残
効
期
間
が
あ
り
ま

す
の
で
、
山
菜
な
ど
は
８
週
間
採

取
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
　
６
月
14
日
㈫
／
午
前
５

時
～
７
時　
※
天
候
に
よ
り
順
延

に
な
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
都
市
計
画
課
　
内
２
２

８
４

毎年６月は「環境月間」
６月５日は「環境の日」
「環境月間」「環境の日」って？

　昭和47年６月５日から開催された国連人
間環境会議において、日本の提案により毎
年６月５日を「世界環境デー」と定めました。
世界各国で、この日に環境保全の重要性を
認識し、行動の契機とするため各種行事を
行っています。
　日本においては、昭和48年度から平成２
年度までは６月５日を初日とする一週間を
「環境週間」とし、平成３年度からは６月
の１か月間を「環境月間」として設定して
います。
　また、平成５年に制定された「環境基本法」
において、６月５日を「環境の日」と定め、
国、地方公共団体等において各種の催し等
を実施することとされています。
　皆さんも改めてご自身の生活習慣や身の
回りの自然に目を向け、地球温暖化問題や
省エネなど「環境」について考えてみまし
ょう。
　　　　　　　問本庁舎生活環境課　内2165

募
集

パ
ソ
コ
ン
講
座

案
内

所
有
地
の
適
正
管
理

松
く
い
虫
航
空
防
除

⃝
申
込
方
法
　
受
付
時
間
内
に
申

し
込
み
後
、
午
後
６
時
に
受
講
料

を
持
参
し
、
再
度
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

《
基
礎
演
習
科
①
・
②
》

⃝
日
程
　
①
７
月
１
日
㈮
～
平
成

24
年
１
月
11
日
㈬　
②
７
月
15
日

㈮
～
平
成
24
年
１
月
25
日
㈬

⃝
会
場　
①
㈱
Ｔ
Ｍ
Ｃ
白
河
支
店

（
新
白
河
）
②
㈱
Ｔ
Ｍ
Ｃ
白
河
研

修
セ
ン
タ
ー
（
旭
町
）

⃝
定
員
　
①
10
人　
②
20
人

⃝
申
込
期
限
　
①
６
月
４
日
㈯
ま

で　
②
６
月
20
日
㈪
ま
で

＝
共
通
＝

⃝
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
初
級
お
よ
び

総
務
事
務
の
基
礎

⃝
受
講
料
　
無
料
（
※
テ
キ
ス
ト

代
は
負
担
）

⃝
申
込
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

受
講
申
し
込
み
後
、
Ｔ
Ｍ
Ｃ
白
河

支
店
へ
申
込
書
を
持
参

問
㈱
Ｔ
Ｍ
Ｃ
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー

白
河
支
店
☎
㉗
３
１
０
０

ま
ち
か
ど
伝
言
板

無
料
職
業
訓
練
講
座

  

大
震
災
か
ら
３
か
月
近
く
に
な
り
ま
す
。
仮

設
住
宅
が
で
き
、
市
営
住
宅
・
民
間
ア
パ
ー
ト

を
含
め
、
被
災
者
の
当
面
の
生
活
の
場
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
。
道
路
や
下
水
道
等
の
公
共
災
害

も
国
の
査
定
を
受
け
、
来
月
か
ら
順
次
復
旧
に

取
り
か
か
る
予
定
で
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆

様
に
は
、
生
活
再
建
に
向
け
様
々
な
課
題
が
待

ち
受
け
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
市
も
精

一
杯
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
一
緒
に
こ
の
坂

を
登
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

  

福
島
県
と
ほ
か
で
は
、
災
害
の
様
相
が
大
き

く
異
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
県
は
地
震
や
津

波
の
「
通
常
」
災
に
加
え
、
何
か
「
異
様
」
な

も
の
に
襲
わ
れ
た
特
殊
な
地
と
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
し
か
報
道
の
ト
ッ
プ
は

津
波
か
ら
原
発
へ
移
り
、
国
民
の
目
に
は
福
島

が
、
国
際
的
に
は
日
本
が
丸
ご
と
放
射
能
汚
染

と
の
印
象
が
植
え
付
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

悲
し
い
か
な
真
実
は
容
易
に
伝
わ
ら
な
い
。
心

配
に
及
ば
な
い
値
で
あ
っ
て
も
、
福
島
や
日
本

と
い
う
だ
け
で
正
常
な
扱
い
は
受
け
ら
れ
な
い
。

風
評
に
よ
る
偏
見
や
差
別
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

福
島
県
人
の
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
、

車
の
乗
り
入
れ
お
断
り
。
農
産
物
の
取
引
は
減

り
価
格
も
下
が
り
、
工
業
製
品
で
す
ら
制
約
を

受
け
る
始
末
で
す
。

   

風
が
運
ぶ
噂
や
世
上
の
評
判
は
得
体
の
し
れ

な
い
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
一
旦
心
の
う
ち

に
入
る
と
取
り
除
く
の
が
難
し
い
厄
介
な
し
ろ

も
の
。
よ
く
風
評
は
無
知
や
迷
信
か
ら
く
る

と
い
わ
れ
、
今
で
も
未
開
の
地
で
は
深
刻
な
事

件
を
起
こ
す
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

誰
も
が
手
軽
に
正
確
な
情
報
が
得
ら
れ
る
現
代

に
お
い
て
、
こ
の
手
の
風
評
が
ば
っ
こ
す
る
と

は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
寺
田
寅
彦
は
言
う
「
も
の
を
こ
わ
が
ら
な
過

ぎ
た
り
、
こ
わ
が
り
過
ぎ
た
り
す
る
の
は
や
さ

し
い
が
、
正
当
に
こ
わ
が
る
こ
と
は
な
か
な
か

む
つ
か
し
い
」。
普
通
で
な
い
精
神
状
態
の
中

で
、
正
し
い
知
見
の
も
と
に
正
し
く
判
断
す
る

こ
と
が
い
か
に
難
し
い
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

  

い
わ
れ
な
き
偏
見
と
差
別
に
よ
る
悲
し
み
は
、

歴
史
の
汚
点
と
し
て
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
足
尾

鉱
毒
事
件
。
銅
山
か
ら
渡
瀬
川
に
流
れ
出
る
毒

素
や
酸
性
雨
に
よ
り
、
農
地
や
山
林
は
ほ
ぼ
壊

滅
。
生
き
る
す
べ
を
失
っ
た
農
民
は
、
救
済
を

求
め
抵
抗
。
義
人
田
中
正
造
は
明
治
天
皇
に
直

訴
し
、
窮
状
を
訴
え
る
も
届
か
な
か
っ
た
。
反

対
運
動
の
中
心
谷
中
村
は
廃
村
を
命
ぜ
ら
れ
強

制
移
住
。
国
と
会
社
に
逆
ら
う
不
届
き
な
輩
と
、

白
眼
視
さ
れ
る
悲
劇
が
あ
り
ま
し
た
。

   

広
島
・
長
崎
の
原
爆
。
ア
メ
リ
カ
の
非
道
に

憤
る
一
方
で
、
患
う
者
へ
の
視
線
は
同
情
ば
か

り
で
は
な
か
っ
た
。
井
伏
鱒
二
の
「
黒
い
雨
」

に
描
か
れ
た
よ
う
に
、
患
者
は
自
ら
の
病
と
闘

う
と
同
時
に
、
忌
避
し
厄
介
者
扱
い
す
る
よ
う

な
世
間
の
目
に
も
耐
え
て
き
た
。
体
と
心
の
被

爆
に
苦
し
む
人
々
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

公
害
の
原
点
水
俣
。
チ
ッ
素
か
ら
不
火
知
湾
へ

流
れ
込
む
有
機
水
銀
に
よ
り
豊
饒
の
海
は
苦
の

海
へ
。
多
く
の
人
が
苦
し
み
な
が
ら
亡
く
な
り
、

い
ま
だ
後
遺
症
を
抱
え
て
い
る
。
当
初
は
忌
ま

わ
し
い
風
土
病
や
疫
病
と
決
め
つ
け
ら
れ
、
会

社
関
係
者
か
ら
蔑
視
さ
れ
る
忍
従
の
日
々
を
送

っ
た
。
ま
た
、「
部
落
」
出
身
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
の
苦
役
に
も
涙
を
誘
わ
れ
ま
す
。

  

そ
し
て
、
福
島
に
対
す
る
現
在
の
差
別
で
す
。

東
京
へ
せ
っ
せ
と
電
力
を
送
り
、
安
全
で
お
い

し
い
食
べ
も
の
を
届
け
、
こ
れ
な
く
し
て
は
製

品
に
な
ら
な
い
大
事
な
部
品
を
つ
く
っ
て
き
た

の
に
。
い
か
に
も
不
条
理
で
す
。
こ
の
震
災
で

東
北
は
危
機
に
あ
る
。
さ
し
迫
っ
た
危
機
は
乗

り
越
え
る
か
、
沈
み
込
む
か
の
大
き
な
分
か
れ

道
で
も
あ
り
ま
す
。「
白
河
以
北
一
山
百
文
」
と

蔑
ま
れ
、
軽
視
さ
れ
た
東
北
が
日
本
の
新
た
な

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

 『
風
評
を

         

の
り
こ
え
て
』

産
業
や
環
境
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
暮
ら
し
の
ベ

ク
ト
ル
を
変
え
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
考
え
る

べ
き
で
す
。

　
被
災
の
さ
な
か
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
田
中
好

子
さ
ん
が
旅
立
ち
ま
し
た
。
ス
ー
ち
ゃ
ん
の
誠

実
さ
と
愛
嬌
の
あ
る
不
器
用
さ
に
好
感
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
役
者
に
な
っ
て
も
、
存
在
感
の

あ
る
い
い
演
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。「
黒

い
雨
」
で
は
放
射
能
の
雨
に
う
た
れ
、
体
を
蝕

ま
れ
る
若
い
女
性
を
演
じ
主
演
女
優
賞
に
輝
く
。

そ
の
才
能
と
精
進
ぶ
り
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

た
だ
け
に
残
念
で
す
。
乳
ガ
ン
と
闘
い
、
明
日

を
も
知
ら
ぬ
病
の
床
か
ら
被
災
者
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。
何
と
強
い
精
神
力
で
し
ょ
う
。

に
こ
や
か
な
遺
影
は
、
芸
能
活
動
を
支
え
て
く

れ
た
フ
ァ
ン
と
被
災
者
へ
の
「
微
笑
み
が
え
し
」

の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

   

「
明
日
に
架
け
る
橋
」
が
歌
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
サ
イ
レ
ン
ス
」

と
並
ぶ
サ
イ
モ
ン
＆
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル
の
名

曲
。
我
ら
が
青
春
を
鮮
や
か
に
色
ど
っ
て
い
ま

す
。
２
０
０
１.

９.

11
の
テ
ロ
の
折
に
も
ポ
ー

ル
・
サ
イ
モ
ン
が
歌
い
国
民
を
勇
気
づ
け
ま
し

た
。
こ
の
曲
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
国
論
が
分

か
れ
る
不
安
の
中
で
生
ま
れ
た
。
こ
ち
ら
は
逆

巻
く
流
れ
の
中
で
も
が
い
て
い
る
が
、
向
こ
う

岸
は
希
望
に
満
ち
た
世
界
、
こ
こ
へ
橋
を
か
け

明
日
を
つ
く
ろ
う
。
大
災
害
に
立
ち
向
か
っ
て

い
る
人
々
に
希
望
を
届
け
、
未
来
を
拓
く
力
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
。

  

千
昌
夫
、
新
沼
謙
治
が
故
郷
の
大
船
渡
や
陸

前
高
田
で
、
鳥
羽
一
郎
が
津
波
の
浜
で
歌
う
。

誰
も
が
思
い
出
を
た
ぐ
り
寄
せ
、
愛
す
る
人
を

偲
び
、
聞
き
入
り
ま
す
。
震
災
直
後
に
欲
し
い

も
の
は
「
ま
ず
水
、
次
に
情
報
、
三
つ
目
に
歌
」

と
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
歌
の
力
は
大
き
く
、

政
府
の
高
官
や
偉
い
学
者
の
復
興
構
想
よ
り
は

る
か
に
心
に
沁
み
入
り
ま
す
。
時
は
容
赦
な
く

流
れ
て
い
く
。
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
識
者
は
ま

な
じ
り
を
決
し
て
震
災
の
向
こ
う
を
見
つ
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
長
の

手
控
え
帖


